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平成２８年３月期第２四半期累計期間の業績予想と実績値との差異、 
通期業績予想の修正及び特別利益の発生に関するお知らせ 

 

 この度、当社において本日開示いたします「平成２８年３月期 第２四半期決算短信（非連結）」の

実績値と平成２７年５月１５日に公表しました業績予想について差異が発生しましたので、下記のと

おりお知らせいたします。 

 また、今後の業績動向等も踏まえ、平成２８年３月期通期業績予想の修正を下記のとおり修正いた 

しましたので、お知らせいたします。 

 尚、特別利益の発生もありましたので併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想と実績値の差異について 

第２四半期（累計）（平成２７年４月１日～平成２７年９月３０日） 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） １，９１６ ３４ ３０ ３０ ４.０４ 

今  回  発  表  値  （Ｂ） １，５５０ ２１ ２２  ３８ ４.９９ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △３６５ △１２ △７ ８  

増 減 率            （％） △１９.１ △３７．３ △２４．７ ２７．３  

前期実績（平成２７年３月期第２四半期） ２，３００ △６ △７ △２６ △３.５１ 

 
２．通期業績予想の修正について 

（平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日） 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ３,８１１ ５０ ４４ ３５ ４.７０ 

今  回  発  表  値  （Ｂ） ３,１００ ５０ ４４ ５５ ７.１８ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △７１１ ― ― ２０  

増 減 率            （％） △１８．７ ― ― ５７．１  

前 期 実 績 （ 平 成 ２ ７ 年 ３ 月 期） ４,１９７ ３８ ８６ ２２ ２.９６ 

 
 
 
 
 
 



 

 
 
３．特別利益の発生及び内容 
  駐車料収入を得る為にダイヤビル立体駐車場のリニューアル工事を予定していましたが、カーラ 
イフ部門等を中心に自社利用する必要性が高まったため、リニューアル工事の中止の判断に至りま 
した。 
その結果、特別修繕引当金２２百万円の戻入を第２四半期会計期間に計上いたしました。 

 
４．業績予想の差異および修正の理由 
    第２四半期におきましては当社の主力事業である石油事業において、売上高は原油価格の下落に

よる燃料油価格の大幅な引き下げにより減少しました。 
専門店事業におきましては、ニューモデルの積極的な販売や既存顧客へのアフターフォローを充

実させた事、併せて新規出店により売上高と利益はともに好調に推移しております。 
  不動産事業におきましては、自社ビルのテナントが引き続き満室の為、売上高と利益はともに順

調に推移しております。 
この結果、会社全体としては石油事業の不振が大きかった為、計画と比べて売上高・営業利益・

経常利益ともに減少となっております。 
  四半期純利益においては、上記に加えて３．に記載の特別利益の計上により３８百万円となりま

した。 
  これらを要因に、第２四半期の業績予想と実績値の差異をお知らせいたします。 
  今後の見通しにつきましては、石油事業における適正マージンの確保や油外粗利の増強を目指し、

専門店事業につきましても引き続き顧客ニーズに合った販売戦略を継続してまいります。 
これらの要因を踏まえ、通期の業績予想の修正をいたします。 

 
（注）業績予想につきましては、本資料の発表日において入手可能な情報に基づいて当社で判断したものであり、実際

の業績は今後の様々な要因により予想値と異なる場合があります。 

 

以 上 


